
当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的とするものでは 
ありません。 当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。  当資料の 
グラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。また税金・手数料等を考慮しておりませんので、 
実質的な投資成果を示すものではありません。 当資料のいかなる内容も将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。 
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【図表1：当社「メキシコ債券＆株式ファンド2013-05」  

設定後の状況】 

（データ期間：図表2～4はいずれも2011年1月～2013年6月20日、日次） 
出所：図表1～4は、ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成 

【図表2：メキシコ政策金利と国債金利（5年）の推移】 

【図表3：メキシコ・ペソの対円、ドルの対メキシコ・ペソの

各為替レートの推移】 

メキシコ国債（5年） 

メキシコ政策金利 

<直近の市場動向について> 
 6月19日、バーナンキ米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）議長が米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）後の会見で、量的緩和

策（ＱＥ）の縮小の可能性について、より具体的に言及したことから、米国の金融市場では国債利回りが上昇（債券価
格は下落）、株価は下落となり、為替市場では米ドルが対主要通貨で買われ、ドル高の展開になりました。 

これを受けて多くの新興国金融市場では、売りが進むリスク回避の展開となりましたが、メキシコの金融市場でも国債
利回りが上昇、株価は下落、また為替市場では米ドルを買ってメキシコ・ペソが売られる展開となりました。 

<今後の見通し> 
バーナンキＦＲＢ議長は、「米国の景気と雇用の下方リスクは昨年の秋以降後退しつつある」という景気見通しに基づ

き、現行の量的緩和策の年内における縮小の可能性に言及しました。米国株式市場は、量的緩和策の縮小を織り込
むまでは当面変動幅が大きくなると思われますが、米国の景気が底堅く推移し、堅調な企業業績が鮮明になってきた
場合、再び上昇基調に戻るものと考えます。 

米国株式市場が上昇する展開となれば、メキシコは同国と経済面でも密接な関係にあることから、メキシコの株価が
回復し、メキシコ・ペソも上昇するものと思われます。また、メキシコにはまだ利下げ余地がある（現在の政策金利は
4％）と思われることから、景気減速局面では利下げによる景気の下支えが十分可能と見ています。 

   

直近のメキシコ金融市場動向と今後の見通しについて 

【図表4：メキシコ株式（ボルサ指数）の推移】 

（年/月） 

（％） 

（注1）対顧客電信売買相場仲値 
（注2）基準価額算定ベースとなる前営業日の数値を記載 
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6月21日（金） 騰落率

10,000円 8,616円 -13.8%

メキシコ・ペソ（対円）（注1） 8.17円 7.30円 -10.6%

メキシコ国債（5年）金利 4.40% 5.27%（注2） ―

ボルサ指数 40,764.04 37,517.23（注2） -8.0%

メキシコ・ペソ（対米ドル） 12.63ペソ 13.37ペソ -5.9%
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Mexico.svg
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本資料に記載されている投資リスク、ファンドの費用等を必ずご覧ください。 

フ ァ ン ド の 特 色 

①メキシコのソブリン債券※1およびメキシコの金融商品取引所上場（これに準ずるものを含みます）株式を主要投資対象とします。 

※1 メキシコの国債、メキシコの政府保証債および国際機関債等をいいます。 

 ●債券への投資については、メキシコのソブリン債券に投資し、メキシコ・ペソベースでの安定した収益の確保をめざします。 

 ●株式への投資については、メキシコ・ペソベースでの投資成果がボルサ指数※2に連動することを目標とします。 

 ※2 ボルサ指数は、メキシコ証券取引所上場の代表的な銘柄で構成される時価総額加重平均指数です。同指数は、メキシコの
株式市場の値動きを表す指数として知られています。 

 ●原則として、対円での為替ヘッジは行いません。 

②年１回決算を行い、収益の分配を行うことをめざします。 

●ファンドは、値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替変動リスクもあります）に投資しますので、基準価額は変動します。 
したがって、投資元本を割込むことがあります。 

●ファンドは、預貯金とは異なり、投資元本および利回りの保証はありません。運用成果（損益）はすべて投資者の         
皆様のものとなりますので、ファンドのリスクを十分にご認識ください。 

主な変動要因 

基準価額の変動要因 

株式投資リスク 
株式は国内および国際的な景気、経済、社会情勢の変化等の影響を受け、また業績悪化
（倒産に至る場合も含む）等により、価格が下落することがあります。 

債券投資 

リスク 

金利変動 

リスク 

金利は、景気や経済の状況等の影響を受け変動し、それにともない債券価格も変動します。
一般に金利が上昇した場合には、債券の価格が下落します。 

信用リスク 
債券の発行体が財政難・経営不振、資金繰り悪化等に陥り、債券の利息や償還金をあら
かじめ定められた条件で支払うことができなくなる場合（債務不履行）、またはそれが予想
される場合、債券の価格が下落することがあります。 

為替変動リスク 
原則として対円での為替ヘッジを行わないため、外貨建資産については、為替変動の影響
を直接的に受けます。一般に円高局面ではファンドの資産価値が減少します。 

カントリーリスク 

外国の資産に投資するため、各国の政治・経済情勢、外国為替規制、資本規制等による
影響を受け、ファンドの資産価値が減少する可能性があります。特に、新興国の経済状況
は先進国経済と比較して一般的に脆弱である可能性があり、ファンドの資産価値が大きく
減少したり、運用方針にそった運用が困難になる可能性があります。 

流動性リスク 
市場規模が小さいまたは取引量が少ない場合、市場実勢から予期される時期または価格
で取引が行えず、損失を被る可能性があります。 

投 資 リ ス ク 

※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の内容を十分にお読みください。 

〈ボルサ指数について〉 
ボルサ指数はメキシコ証券取引所（ＢＭＶ）が所有する登録商標であり、ライセンス契約を通じてニッセイアセットマネジメント
株式会社による一定の目的のための使用が許諾されています。ＢＭＶは、商品の保有者もしくは第三者に対し、指数構成銘
柄の価格変動、指数の算出および公表の中断、誤謬等について、一切の責任を負いません。ＢＭＶは、いかなる利益および
期待利益の損失、オペレーションコストの増加、営業権の喪失、商品の売買から生じた損失、および必然的、偶発的、間接
的、懲罰的または特別な損害について、たとえＢＭＶがそれらの損害の発生する可能性についての情報を得ていたとしても、
一切の責任を負いません。 

お買い付けのお申込みはできません。 
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本資料に記載されている投資リスク、ファンドの費用等を必ずご覧ください。 

①投資信託はリスクを含む商品であり、運用実績は市場環境等により変動し、運用成果（損益）はすべて投資者の皆様のものとなります。投資元
本および利回りが保証された商品ではありません。 

②当資料はニッセイアセットマネジメントが作成したものです。ご購入に際しては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）、契約
締結前交付書面等（目論見書補完書面を含む）の内容を十分にお読みになり、ご自身でご判断ください。 

③投資信託は、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関で購入された場合、投資者保護基
金による支払いの対象にはなりません。 

④投資信託のお取引に関しては、クーリング・オフ（金融商品取引法第37条の6の規定）の適用はありません。 
⑤当資料のいかなる内容も将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。また、資金動向、市況動向等によっては方針通りの

運用ができない場合があります。 
⑥当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。 
⑦当資料のグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。また税金・手数料等を

考慮しておりませんので、実質的な投資成果を示すものではありません。 

手 続 ・ 手 数 料 等 

ファンドの費用 

お申込みメモ  

 当該費用の合計額、その上限額および計算方法は、運用状況および受益者の保有期間等により異なるため、事前に記載することはできません。 

 詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の内容を十分にお読みください。 

分配時の収益分配金、換金（解約）時および償還時の差益（譲渡益）に対して、所得税および地方税がかかります。詳しくは、投資信託説明書
（交付目論見書）をご覧ください。 

 詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。 

※基準価額は便宜上1万口当りに換算した価額で表示されます。 

税金 

換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額を差引いた額とします。 

換金代金 換金申込受付日から起算して、原則として6営業日目からお支払いします。 

申込締切時間 換金については、原則として毎営業日の午後3時までに販売会社の手続きが完了したものを当日受付分とします。 

申込不可日 
換金については、メキシコ証券取引所、メキシコの銀行、ニューヨークの銀行、ロンドンの銀行のいずれかの休業日と同
日の場合、申込みの受付けを行いません。 

信託期間 平成30年7月12日まで（ 設定日：平成25年5月28日） 

繰上償還 委託会社はあらかじめ受益者に書面により通知する等の手続きを経て、ファンドを繰上償還させることがあります。 

決算日 7月12日（ 該当日が休業日の場合は翌営業日）  ※ 初回決算日は、平成26年7月14日とします。 

収益分配 年1回の毎決算日に、収益分配方針に基づき収益分配を行います。 

課税関係 課税上は株式投資信託として取扱われます。 

投資者が直接的に負担する費用 

購入時 
購入時手数料 

（1万口当り） 
当該投資信託の募集期間は終了しました。 

換金時 信託財産留保額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額に0.5%をかけた額とします。 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

毎 日 

運用管理費用 

（信 託 報 酬） 
ファンドの純資産総額に年率0.9975％（税込）をかけた額とし、ファンドからご負担いただきます。 

監 査 費 用 ファンドの純資産総額に年率0.042%（税込）をかけた額を上限とし、ファンドからご負担いただきます。 

随 時 
その他の費用・ 

手数料 

組入有価証券の売買委託手数料、信託事務の諸費用および借入金の利息等はファンドからご負担
いただきます。これらの費用は運用状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を記載するこ
とはできません。 

！ 

！ 

！ 

ご 留 意 い た だ き た い 事 項 

委託会社【ファンドの運用の指図を行います】 ファンドに関するお問合せ先 

ニッセイアセットマネジメント株式会社 
金融商品取引業者登録番号 関東財務局長（金商）第369号 
加入協会：一般社団法人投資信託協会 一般社団法人日本投資顧問業協会 

ニッセイアセットマネジメント株式会社 

コールセンター：0120-762-506 

（午前9時～午後5時 土、日、祝祭日は除きます） 

ホームページ： http://www.nam.co.jp/ 
受託会社【ファンドの財産の保管および管理を行います】 

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 

お買い付けのお申込みはできません。 
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